
秀明大学・看護学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２５１３

基盤研究(C)（一般）

2023～2018

子安講と育児におけるネットワークを基盤にした子育て実践モデルの開発

Development of childcare practice model on based on childcare network on 
Koyasuko and childcare

８０３４１８７４研究者番号：

東　亜紀（HIGAHI, AKI）

研究期間：

１８Ｋ０２４５４

年 月 日現在  ６   ６ ２９

円     2,500,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、A市で現行の子安講の実態を明らかにし、子安講と育児ネットワークの関
連を分析し育児期女性の子育て支援モデルを開発することが目的である。　　　
子安講は、子安信仰が従来の観音講と結合・強化される場面と嫁等が安産を祈願し情報交換をすることで不安を
解消する場としての機能があった。A市で現行の子安講を調査対象とし、育児をする女性の生活と信仰に焦点を
おくことで、母親たちのつながりと、この地域で日常的・儀礼的な場面で重視されている人びとのつながりであ
る「トナリ関係」が網の目のように広がっていた。しかし、子安講はコロナ禍で中止となり、A市の子安講の結
集と維持に関して一次資料を収集するにとどまった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is Clarifying the actual situation of Koyasuko 
in City A and development of childcare practice model on based on childcare network on Koyasuko and 
childcare. 
Koyasuko functioned as a place to relieve anxiety through the scenes where faith is strengthened, 
the safe birth of the wife, and information exchange.The target of the investigation was Koyasuko in
 City A, by focusing on the lives and beliefs of women raising children, the connection between 
mothers and the ``Tonari kankei '' that connect people were spread out like a web.However, Koyasuko 
was canceled due to the coronavirus pandemic, it ‘s not enough to give an overview of the actual 
situation, only collected primary materials regarding the mobilization and maintenance of Koyasuko 
in City A.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の社会的意義は、一つは、A市の子安講の実態を記録することであった。今一つは、子育てに関する情報
を交換し、安産祈願に重要な役割を果たしていたとされてきた子安講が、地域の人びとの結集と維持とインフォ
ーマル・ネットワークと関連して考えることで、地域特性を考慮した子育て支援の基礎資料が得られるはずであ
った。コロナ禍の影響でA市の子安講は姿を消してしまったが、引き続きデータを収集していくことで、人びと
の紐帯が子育て家族を取り巻く包括的育児支援の隙間を埋める力になり、多様なニーズをもつ家族の理解とより
よい支援につながる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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